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開催の予定等につきましては、当社ウェブサイトをご確認ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報                    

ＪＸホールディングス株式会社と東燃ゼネラル石油株式会社は、平成29年４月１日付で経営統合し、

ＪＸＴＧホールディングス株式会社となりました。 

 

（１）経営成績に関する説明 

全般 

当第３四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日～平成 29 年 12 月 31 日）においては、米国及び欧

州における雇用情勢の改善から個人消費が底堅く推移し、また、景気が減速していた中国に持ち直し

の動きがみられ、世界経済は全体として緩やかな回復が続いています。 

わが国経済については、企業収益の改善を背景として、緩やかな回復基調が継続しました。 

同期間における原油価格（ドバイ原油）は、期初の１バーレル当たり 52 ドルから、一部産油国にお

ける増産の動き等から 44 ドルまで下落しましたが、その後上昇に転じ、期末には 64 ドルとなりまし

た。期平均では前年同期比８ドル高の 53 ドルとなりました。 

銅の国際価格（ＬＭＥ〔ロンドン金属取引所〕価格）は、期初の１ポンド当たり 264 セントから、

一時、248 セントまで下落しましたが、中国経済が堅調さを維持していることから需要増が期待され、

期末は 325 セント、期平均では前年同期比 61 セント高の 285 セントとなりました。 

円の対米ドル相場は、期初の 111 円を挟んで小幅な値動きを繰り返し、期末は 113 円、期平均では

前年同期比５円円安の 112 円となりました。 

こうした状況のもと、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、昨年４月１日の経営統合による事

業規模拡大のほか、前年同期に比べ、原油価格の上昇に伴う石油製品販売価格及び金属価格の上昇等

により、売上高は前年同期比 49.6％増の７兆 3,944 億円となり、営業利益は 4,115 億円（前年同期は

2,111 億円）となりました。また、在庫影響（総平均法及び簿価切下げによる棚卸資産の評価が売上

原価に与える影響）を除いた営業利益相当額は、3,655 億円（前年同期は 1,608 億円）となりました。 

金融収益と金融費用の純額 180 億円を差し引いた結果、税引前四半期利益は 3,935 億円（前年同期

は 1,917 億円）となり、法人所得税費用 1,040 億円を差し引き、四半期利益は 2,895 億円（前年同期

は 1,244 億円）となりました。 

なお、四半期利益の内訳は、親会社の所有者に帰属する四半期利益が 2,694 億円、非支配持分に帰

属する四半期利益が 201 億円となりました。 

 

東燃ゼネラル石油株式会社の前年同期の連結業績を合算した数値との比較については、以下のとお

りです。 

売上高は前年同期比 12.8％増の７兆 3,944 億円、営業利益は 4,115 億円（前年同期は 3,074 億円）、

在庫影響を除いた営業利益相当額は 3,655 億円（前年同期は 2,205 億円）となりました。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりです。 

 

エネルギー 

石油製品事業については、国内石油製品需要は自動車の低燃費化や電力の燃料転換などの構造的な

変化に加え、原発再稼働の影響もあって減少しました。また、石油製品市況は国内、海外ともに堅調

に推移しました。 

石油化学製品事業については、前年同期に比べパラキシレン市況は悪化したものの、ベンゼン市況

[参考] 
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は堅調に推移しました。 

 現在、東燃ゼネラル石油株式会社との経営統合によるシナジーの最大化と早期実現に取り組んでお

り、統合後３年目となる平成 31 年度に年額 1,000 億円以上の達成を目指しています。製造・供給・購

買などの各部門で合理化・効率化を進めた結果、当第３四半期累計期間では、338 億円の収益改善効

果を達成しています。 

また、原油価格の上昇を主因として、在庫影響による会計上の利益が 444 億円発生しました。 

こうした状況のもと、エネルギー事業の当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同期比

59.3％増の６兆 2,436 億円、営業利益は 3,055 億円（前年同期は 1,428 億円）となり、在庫影響を除

いた営業利益相当額は 2,611 億円（前年同期は 908 億円）となりました。 

 

東燃ゼネラル石油株式会社の前年同期の連結業績を合算した数値との比較については、以下のとお

りです。 

売上高は前年同期比 12.8％増の６兆 2,436 億円、営業利益は 3,055 億円（前年同期は 2,392 億円）、

在庫影響を除いた営業利益相当額は 2,611 億円（前年同期は 1,506 億円）となりました。 

 

石油・天然ガス開発 

原油及び天然ガスの生産については、新規に生産を開始したプロジェクトの貢献があったものの、

その他の油田・ガス田の自然減退などの影響により前年同期に比べ減少しました。原油及び天然ガス

の販売価格は、原油市況を反映し前年同期に比べ上昇しました。 

開発・生産事業については、平成 29 年４月に、米国テキサス州において推進する原油増産プロジェ

クトにおいて、ＣＯ２を用いたＥＯＲ（Enhanced Oil Recovery：石油増進回収）による原油の増産を

開始し、また、同年５月には、オペレーターとして権益を保有するマレーシア・サラワク州沖ＳＫ10

鉱区のラヤン油ガス田において、ガスの商業生産を開始しました。同年 12 月にはマレーシア国営石油

会社ペトロナスより、既発見未開発ガス田であるベリルガス田の権益を付与されるとともに、同ガス

田の開発計画を承認されました。なお、生産開始は平成 30 年 11 月を予定しています。 

現在当事業では、低油価に耐えられる強靭な体質を構築し持続的な成長を実現するため、中期経営

計画に基づき、選択と集中の徹底と投資規模の最適化に鋭意取り組んでおり、その一環として平成 29

年７月、北海の 30/3aＵＰＰＥＲ鉱区に位置するブレイン（Blane）油田に保有する全権益（17.07%）

を、フェローペトロリアム（Faroe Petroleum(U.K.)Limited）に売却することにつき合意しました。 

こうした状況のもと、石油・天然ガス開発事業の当第３四半期連結累計期間における売上高は前年

同期比 12.8％増の 1,162 億円、営業利益は 231 億円（前年同期は 130 億円）となりました。 

 

金属 

資源開発事業については、銅価が前年同期に比べ上昇したことなどから、前年同期に比べ損益が改

善しました。なお、チリのカセロネス銅鉱山においては、冬季である平成 29 年５月に、豪雪及び強風

により約 20 日間操業を停止しました。前年に引き続きコンサルティングファームの支援も得て、生産

成績の改善やコスト削減に努めています。 

銅製錬事業については、電気銅価格（銅建値）は、円安の影響及び銅のＬＭＥ価格上昇により前年

同期を上回る水準となりました。電気銅の販売量は輸出の減少を主因に前年同期に比べ減少しました。

銅鉱石の買鉱条件は前年同期に比べて悪化したものの、硫酸の販売価格は輸出市況改善に伴い上昇し

ました。また、昨年９月から 12 月にかけて、主要製錬所である佐賀関製錬所において、将来の生産性
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の向上を目的として自溶炉に係る大規模な補修工事を実施しました。 

電材加工事業については、各製品の販売量は、スマートフォン・サーバー向け等のＩＴ分野での需

要拡大を主因に、概ね前年同期を上回りました。 

環境リサイクル事業については、リサイクル原料の集荷量は、金属価格の上昇によるスクラップ市

況の回復を背景に、前年同期に比べ増加しました。 

チタン事業については、各製品の販売量は総じて前年同期に比べ増加しました。 

こうした状況のもと、金属事業の当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同期比 12.3％増

の 7,032 億円、営業利益は 461 億円（前年同期は 170 億円）となりました。 

 

その他 

その他の事業の当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同期比 12.9％増の 3,778 億円、営

業利益は 308 億円（前年同期は 314 億円）となりました。 

建設事業については、公共投資は底堅く推移し、設備投資は緩やかに増加しているものの、労務需

給や原材料価格等の動向に注意を要するなど、引き続き厳しい経営環境が続いています。こうした状

況下、技術の優位性を活かした受注活動やアスファルト合材などの製品販売の強化に努めるとともに、

コスト削減・業務効率化に努めています。 

 

上記各セグメント別の売上高には、セグメント間の内部売上高 464 億円（前年同期は 409 億円）が

含まれています。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産   当第３四半期末における資産合計は、前期末比１兆 8,246 億円増加の８兆 6,175 億円と 

なりました。 

② 負債   当第３四半期末における負債合計は、前期末比１兆 422 億円増加の５兆 6,948 億円とな 

りました。有利子負債残高は、前期末比 1,641 億円増加の２兆 5,968 億円となりました。 

③ 資本   当第３四半期末における資本合計は、前期末比 7,824 億円増加の２兆 9,227 億円となり 

ました。 

なお、親会社所有者帰属持分比率は前期末比 3.7 ポイント上昇し 28.8％、１株当たり親会社の所有

者帰属持分は前期末比 38.91 円増加の 725.55 円、ネットＤ／Ｅレシオ（ネット・デット・エクイティ・

レシオ）は前期末比 0.19 ポイント改善し 0.78 倍（資本合計ベース）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

前回（平成 29 年 11 月 10 日）公表した、通期の連結業績予想を修正します。なお、本連結業績予想

は、通期平均で、円の対米ドル相場;111 円（１月以降 110 円）、原油価格（ドバイ原油）;１バーレル

当たり 55 ドル（１月以降 60 ドル）、銅の国際価格（LME 価格）;１ポンド当たり 286 セント（１月以

降 290 セント）を前提としています。（前回予想：円の対米ドル相場;111 円、原油価格;１バーレル当

たり 50 ドル、銅の国際価格;１ポンド当たり 281 セント） 

 

最近の原油価格の上昇を踏まえ、原油価格の前提を１月以降 50 ドルから 60 ドルへ見直したことに

伴い、在庫影響が 100 億円の損失から 700 億円の利益となる見込みであり、これにより、営業利益は、
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前回公表比 800 億円増益の 4,800 億円となる見込みです。 

また、上記により、税引前利益は前回公表比 800 億円増益の 4,550 億円、親会社の所有者に帰属す

る当期利益は前回公表比 500 億円増益の 3,000 億円となる見通しです。 

なお、在庫影響を除いた営業利益相当額は 4,100 億円であり、前回公表を据え置いています。 

 

（在庫影響を除いた営業利益相当額の予想について） 

在庫影響を除いた営業利益相当額は、当第３四半期累計期間で 3,655 億円（通期計画対比進捗率

89％）と順調に進捗していますが、年度末に向けた原油や銅などの資源価格の動向、エネルギー事業

における石油製品マージンの状況、金属事業におけるカセロネス銅鉱山の操業状況など損益変動要素

があることに加え、現在検討中の上流事業を中心とした事業ポートフォリオの組み替えや再構築、資

産売却等の影響を精査する必要があることから、前回公表を据え置いています。 

今後、上記の損益影響が確定した段階で、改めて業績見通しを公表します。 
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２．企業集団の状況 

１．当四半期決算に関する定性的情報に記載のとおり、ＪＸホールディングス株式会社と東燃ゼネ

ラル石油株式会社は、平成 29 年４月１日付で経営統合し、ＪＸＴＧホールディングス株式会社となり

ました。これにより、エネルギーセグメントにおいて主要な関係会社が増加しています。企業集団の

状況を図示すると、次のとおりです。 

  

中核事業会社 中核事業会社

石油の精製及び石油製品の加工・販売並びに 非鉄金属製品及び電材加工製品の製造・販売
石油化学製品等の製造・販売 並びに非鉄金属リサイクル

非鉄金属製品の製造・販売

※　LS-Nikko Copper Inc.

非鉄金属資源の開発・採掘及び鉱山への投融資
原油・石油製品の貯蔵及び輸送 SCM Minera Lumina Copper Chile

※　Minera Los Pelambres
※　Japan Collahuasi Resources B.V.
※ 、

※
※ 電材加工製品の製造・販売

JX Nippon Mining & Metals
海外における石油製品の製造・販売 Philippines, Inc.
JX Nippon Oil & Energy USA Inc.
JX Nippon Oil & Energy Asia Pte. Ltd.

石炭採掘・販売会社への投融資
JX Nippon Oil & Energy 電材加工製品の製造・販売及び非鉄金属

(Australia) Pty. Ltd. リサイクル原料の集荷

石油製品等の販売
非鉄金属リサイクル及び産業廃棄物処理

非鉄金属製品等の船舶運送
※

チタンの製造・販売
ＬＰガス製品の販売

発電及び電力の供給

ＬＮＧ開発会社への出資 道路工事、土木工事及び石油関連設備等の
Nippon Oil Finance（Netherlands）B.V.　 設計・建設

自動車関連用品の販売、リース業等

電線、ケーブルの製造・販売

陸上運送
※

中核事業会社

不動産の売買、賃貸借及び管理

石油・天然ガスの探鉱・開発及び生産 財務関係業務の受託

経理業務及び給与･福利厚生業務の受託

調査、研究、評価、企画立案及び
 JX Nippon Exploration and コンサルティング業務

Production （U.K.） Ltd.
Mocal Energy Ltd.
Merlin Petroleum Company

※印は持分法適用関連会社、共同支配事業及び共同支配企業です。
(株)

※ ア ブ ダ ビ 石 油
※ 合 同 石 油 開 発

(株)Ｊ Ｘ リ サ ー チ

(株)

(株)
Ｊ Ｘ マ レ ー シ ア 石 油 開 発
Ｊ Ｘ サ ラ ワ ク 石 油 開 発

(株)

(株)
日 石 ベ ラ ウ 石 油 開 発
Ｊ Ｘ ミ ャ ン マ ー 石 油 開 発

(株)

Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ フ ロ ン テ ィ ア
Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ ウ イ ン グ

Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ サ ン エ ナ ジ ー
ジ ェ イ ・ ク エ ス ト

(株)

(株)

(株)

(株)

Ｎ Ｕ Ｃ

東 燃 化 学
鹿 島 石 油

台 湾 日 鉱 金 属 股 份 有 限 公 司

日 鉱 金 属 （ 蘇 州 ） 有 限 公 司

JX Nippon Mining & Metals USA, Inc.

(株)

(株)
Ｊ Ｘ オ ー シ ャ ン

(同)

和 歌 山 石 油 精 製 (株)

(株)

Ｊ Ｘ 喜 入 石 油 基 地

鹿 島 ア ロ マ テ ィ ッ ク ス (株)

(株)Ｊ Ｘ Ａ Ｎ Ｃ Ｉ

(株)

ＪＸＴＧホールディングス㈱

エネルギー 金属

ＪＸＴＧエネルギー㈱ ＪＸ金属㈱

Ｊ Ｘ Ｔ Ｇ エ ネ ル ギ ー (株) (株)

(株)

(株)

(株)

(株)

Ｊ Ｘ 金 属
Ｊ Ｘ 金 属 商 事

パ ン パ シ フ ィ ッ ク ・ カ ッ パ ー
日 比 共 同 製 錬

日 本 グ ロ ー バ ル タ ン カ ー
(株)

(株)
昭 和 日 タ ン
日 本 石 油 輸 送

(株)※ 大 阪 国 際 石 油 精 製

(株)

(株)
Ｊ Ｘ 石 油 開 発
日 本 ベ ト ナ ム 石 油

(株)

(株)
中 央 石 油 販 売
Ｊ Ｘ リ テ ー ル サ ー ビ ス

(株)Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ グ ロ ー ブ

ＪＸ石油開発㈱

石油・天然ガス開発

(株) ジ ャ パ ン ガ ス エ ナ ジ ー

(株)※ 川 崎 天 然 ガ ス 発 電

(株)Ｊ Ｘ ト レ ー デ ィ ン グ

(株)ＪＸ金属プレシジョンテクノロジー

(株)Ｊ Ｘ 金 属 環 境

(株)日 本 マ リ ン

※ JECO 2 LTD(株)ジ ェ コ

(株)
大 日 本 土 木
Ｊ Ｘ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

(株)※ タ ツ タ 電 線

(株)東 邦 チ タ ニ ウ ム

(株) Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ
(株)

その他

(株) 丸 運

(株)

(株)

(株)

Ｊ Ｘ 不 動 産

Ｊ Ｘ フ ァ イ ナ ン ス

Ｊ Ｘ ビ ジ ネ ス サ ー ビ ス
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３．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

      （単位：百万円） 

   
前連結会計年度 

（平成29年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成29年12月31日） 

資産      

流動資産      

現金及び現金同等物   349,007 328,608

営業債権及びその他の債権   1,060,884 1,399,949

棚卸資産   1,130,400 1,580,018

その他の金融資産   46,289 59,400

その他の流動資産   105,450 113,167

小計   2,692,030 3,481,142

売却目的保有資産   23,747 799

流動資産合計   2,715,777 3,481,941

       

非流動資産      

有形固定資産   2,988,736 3,589,197

のれん   17,061 177,216

無形資産   50,987 333,859

持分法で会計処理されている投資   392,269 422,028

その他の金融資産   454,943 496,242

その他の非流動資産   6,590 7,392

繰延税金資産   166,529 109,614

非流動資産合計   4,077,115 5,135,548

資産合計   6,792,892 8,617,489
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      （単位：百万円）

   
前連結会計年度 

（平成29年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成29年12月31日） 

負債      

流動負債      

営業債務及びその他の債務   1,304,355 1,827,956

社債及び借入金   862,609 794,238

未払法人所得税   33,633 77,195

その他の金融負債   19,941 30,902

引当金   6,168 18,125

その他の流動負債   355,409 376,047

小計   2,582,115 3,124,463

売却目的保有資産に直接関連する負債   16,423 -

流動負債合計   2,598,538 3,124,463

非流動負債      

社債及び借入金   1,570,071 1,802,529

退職給付に係る負債   133,096 273,799

その他の金融負債   27,289 27,944

引当金   141,702 151,633

その他の非流動負債   79,266 111,891

繰延税金負債   102,642 202,551

非流動負債合計   2,054,066 2,570,347

負債合計   4,652,604 5,694,810

       

資本      

資本金   100,000 100,000

資本剰余金   751,556 1,253,018

利益剰余金   697,009 931,294

自己株式   △3,990 △4,720

その他の資本の構成要素   162,619 199,111

親会社の所有者に帰属する持分合計   1,707,194 2,478,703

非支配持分   433,094 443,976

資本合計   2,140,288 2,922,679

負債及び資本合計   6,792,892 8,617,489
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）

      （単位：百万円） 

   
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
至 平成29年12月31日) 

売上高   4,941,529 7,394,407

売上原価   4,294,057 6,457,777

売上総利益   647,472 936,630

販売費及び一般管理費   467,849 563,904

持分法による投資利益   28,220 43,910

その他の収益   39,754 47,377

その他の費用   36,505 52,562

営業利益   211,092 411,451

金融収益   3,660 3,472

金融費用   23,011 21,434

税引前四半期利益   191,741 393,489

法人所得税費用   67,348 104,005

四半期利益   124,393 289,484

       

四半期利益の帰属      

親会社の所有者   116,791 269,370

非支配持分   7,602 20,114

四半期利益   124,393 289,484

       

      （単位：円） 

基本的１株当たり四半期利益   46.97 78.83

希薄化後１株当たり四半期利益   46.97 78.82
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（要約四半期連結包括利益計算書）

      （単位：百万円） 

   
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
至 平成29年12月31日) 

四半期利益   124,393 289,484

       

その他の包括利益      

純損益に振り替えられることのない項目      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融
資産 

  15,286 35,764

確定給付制度の再測定   1,287 12,395

持分法適用会社におけるその他の包括利益   △272 435

合計   16,301 48,594

純損益に振り替えられる可能性のある項目      

在外営業活動体の為替換算差額   △13,257 5,617

キャッシュ・フロー・ヘッジ   △109 △3,499

持分法適用会社におけるその他の包括利益   △20,046 123

合計   △33,412 2,241

その他の包括利益合計   △17,111 50,835

四半期包括利益   107,282 340,319

       

四半期包括利益の帰属      

親会社の所有者   95,399 318,507

非支配持分   11,883 21,812

四半期包括利益   107,282 340,319 
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

  （単位：百万円） 

    資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 
その他の包括利
益を通じて公正
価値で測定する

金融資産 

キャッシュ 
・フロー・ 

ヘッジ 

平成28年４月１日残高   100,000 748,489 576,003 △3,959 94,296 △24,699 

四半期利益   - - 116,791 - - - 
その他の包括利益   - - - - 13,938 568 

四半期包括利益合計   - - 116,791 - 13,938 568 
自己株式の取得   - - - △21 - - 
剰余金の配当   - - △39,836 - - - 

非支配持分の取得   - - - - - - 

利益剰余金への振替   - - 4,770 - △3,471 - 
非金融資産への振替   - - - - - 1,857 

その他の増減   - 172 - - △5 - 

所有者との取引額合計   - 172 △35,066 △21 △3,476 1,857 

平成28年12月31日残高   100,000 748,661 657,728 △3,980 104,758 △22,274 
 

    

その他の資本の構成要素 
親会社の所有者
に帰属する持分

合計 
非支配持分 資本合計 在外営業活動体

の為替換算差額 
確定給付制度の

再測定 
合計 

平成28年４月１日残高   92,947 - 162,544 1,583,077 444,930 2,028,007 
四半期利益   - - - 116,791 7,602 124,393 
その他の包括利益   △37,197 1,299 △21,392 △21,392 4,281 △17,111 

四半期包括利益合計   △37,197 1,299 △21,392 95,399 11,883 107,282 

自己株式の取得   - - - △21 - △21 
剰余金の配当   - - - △39,836 △10,167 △50,003 

非支配持分の取得   - - - - 3,204 3,204 

利益剰余金への振替   - △1,299 △4,770 - - - 

非金融資産への振替   - - 1,857 1,857 △586 1,271 
その他の増減   △9 - △14 158 △204 △46 

所有者との取引額合計   △9 △1,299 △2,927 △37,842 △7,753 △45,595 

平成28年12月31日残高   55,741 - 138,225 1,640,634 449,060 2,089,694 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

  （単位：百万円） 

    資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 
その他の包括利
益を通じて公正
価値で測定する

金融資産 

キャッシュ 
・フロー・ 

ヘッジ 

平成29年４月１日残高   100,000 751,556 697,009 △3,990 114,729 △16,436 

四半期利益   - - 269,370 - - - 
その他の包括利益   - - - - 34,205 △1,647 

四半期包括利益合計   - - 269,370 - 34,205 △1,647 

自己株式の取得   - - - △730 - - 
剰余金の配当   - - △50,708 - - - 
株式報酬取引   - 113 - - - - 

非支配株主との資本取引等   - △40 - - - - 

利益剰余金への振替   - - 15,623 - △3,113 - 

非金融資産への振替   - - - - - 2,557 
企業結合による変動   - 501,389 - - - - 

所有者との取引額合計   - 501,462 △35,085 △730 △3,113 2,557 

平成29年12月31日残高   100,000 1,253,018 931,294 △4,720 145,821 △15,526 
 

    

その他の資本の構成要素 
親会社の所有者
に帰属する持分

合計 
非支配持分 資本合計 在外営業活動体

の為替換算差額 
確定給付制度の

再測定 
合計 

平成29年４月１日残高   64,326 - 162,619 1,707,194 433,094 2,140,288 

四半期利益   - - - 269,370 20,114 289,484 
その他の包括利益   4,069 12,510 49,137 49,137 1,698 50,835 

四半期包括利益合計   4,069 12,510 49,137 318,507 21,812 340,319 

自己株式の取得   - - - △730 - △730 
剰余金の配当   - - - △50,708 △14,628 △65,336 
株式報酬取引   - - - 113 - 113 

非支配株主との資本取引等   421 - 421 381 3,379 3,760 

利益剰余金への振替   - △12,510 △15,623 - - - 

非金融資産への振替   - - 2,557 2,557 319 2,876 
企業結合による変動   - - - 501,389 - 501,389 

所有者との取引額合計   421 △12,510 △12,645 453,002 △10,930 442,072 

平成29年12月31日残高   68,816 - 199,111 2,478,703 443,976 2,922,679 
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（４）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

    （継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

    （資本及びその他の資本項目）

   東燃ゼネラル石油株式会社との経営統合における株式交換により普通株式931,431千株を発行し、資本剰余金

 が501,389百万円増加しました。

    （株式に基づく報酬）

   第２四半期より、当社及び中核事業会社３社の取締役（社外取締役及び国外居住者を除く）及び取締役を兼

 務しない執行役員（国外居住者を除く）を対象とする株式報酬制度を導入し、持分決済型の役員報酬ＢＩＰ

 (Board Incentive Plan)信託を採用しました。受領したサービスの対価は付与日における当社株式の公正価値

 で測定しており、権利確定期間にわたり費用として認識し、同額を資本の増加として認識しています。

    （セグメント情報）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失及びその他の項目

前第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（単位：百万円）

売上高

外部顧客への売上高 3,912,852 103,008 624,477 4,640,337 301,192 -          4,941,529

セグメント間の内部売上高
又は振替高（注１） 5,639 - 1,687 7,326 33,614 △40,940 - 

計 3,918,491 103,008 626,164 4,647,663 334,806 △40,940 4,941,529

142,816 13,031 17,047 172,894 31,422 6,776 211,092

金融収益 3,660

金融費用 23,011

191,741

（注） １．報告セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいています。

　　 　２．セグメント利益又は損失は、要約四半期連結損益計算書における営業利益で表示しています。

 　　　３．セグメント利益又は損失の調整額6,776百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分していない

 　　　　　全社収益・全社費用の純額6,902百万円が含まれています。

当第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（単位：百万円）

売上高

外部顧客への売上高 6,240,011 116,175 701,780 7,057,966 336,441 -          7,394,407

セグメント間の内部売上高
又は振替高（注１） 3,589 - 1,378 4,967 41,396 △46,363 - 

計 6,243,600 116,175 703,158 7,062,933 377,837 △46,363 7,394,407

305,473 23,149 46,098 374,720 30,838 5,893 411,451

金融収益 3,472

金融費用 21,434

393,489

（注） １．報告セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいています。

　　 　２．セグメント利益又は損失は、要約四半期連結損益計算書における営業利益で表示しています。

 　　　３．セグメント利益又は損失の調整額5,893百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分していない

 　　　　　全社収益・全社費用の純額6,612百万円が含まれています。

　　　東燃ゼネラル石油株式会社との経営統合を主な要因として、「エネルギー」セグメントにおいて、

　　前期末に比べ資産が1,676,108百万円、負債が926,635百万円それぞれ増加し、5,584,025百万円及び

　　3,717,562百万円となりました。

税引前四半期利益

税引前四半期利益

セグメント利益又は
損失(△)（注２）

連結エネルギー その他
石油・天然
ガス開発

金属
報告セグメン

ト合計
調整額

（注３）

セグメント利益又は
損失(△)（注２）

調整額
（注３）

連結エネルギー 金属
報告セグメン

ト合計
その他

石油・天然
ガス開発
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